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論文内容の要旨
【目的】大腸癌に対する治療成績の向上のためには悪性度会担握することが必要である。一般に，大腸痛
の病理組織学的諸凶手が感性度を反映する凶子として最も利用されているが， これらは切除標本の病理組
織学的検索により決定される凶子であり，術前にこれらを把握することは難しいのが現状である。今ω，
大腸弘前子術症例205{f!Jを対象として，術前に測定可能な，母核糖鎖に属するsialvlTn抗原 CST0I)および
細胞増殖を反映するといわれているargyrophilic:nudeolar organizer regions (Agt、ゆRs)に注目し，
大腸癌の悪性度，予後との関連について検討を行った。
【方法】血清STN値はimmunoradioassi3.v法，組織のSTN染色は免疫組織化学染色，癒細胞核の
Ag~ORs数は硝酸銀による銀染色で算定した。また，一般臨床で最もよく周いられている血清CEA，血
清CA19-9値との比較検討も加えた。
【結果】
1 )血清STl¥値は肝転移および腹膜播種性転移陽性例では陰性例に比べて有怠に高柄を示し，また一般
に使用されているcut-off値の45U/mlで症例を検討すると.45 u/ml以上の症例の予後は不良であった。
2)癌細胞核中のi¥gNORs数は，肝転移陽性例では陰性例に比べて有意に高値を示したcまた，AgNORs 
数のcut-off値を3.00とすると， AgNOHs数が3.00以上の症例の予後は不良であった。
3)組織のSTN染色性は大腸癌の病理学的諸因子とは関連はみられなかったが，血清STN値と組織STN
染色性の関係では， stromal typeの、flIW1)tまapicaltypeよりも1(1清STN値が有意に高値を不した。
4)治癒切除された大腸続の予後を.血清STI¥値，血清CEA値，血清CA19・9値，時細胞核中のAgNOH.s
数のなかでの2因子の組み合わせにより検討したところ，血清STN柄，巾清CEA値による検討が最も強
く予後を反映した。
以 kの成績から， l(n清ST¥'値は肝転移，腹膜播穐性転移を反映する指標となり，原細胞核中の
Agl¥ORs数は肝転移を反映する指標となりうると思われた。この2因子は術前に簡便に測定することが
でき.血清CEA値と併用すれば，さらに大腸癌の意性度を推測するのに有用であることが示唆されたC
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